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     研究協力者  新田 和美    所属 福井県福井健康福祉センター 

 

研究要旨 

地域保健と職域保健の連携推進により、生活習慣病予防等の保健事業を継続的かつ

包括的に展開することが期待されている。そこで、福井県において、県と二次医療圏

の地域・職域連携推進協議会の現状を整理し、「地域・職域連携推進ガイドライン」

（令和元年９月）を踏まえた具体的な取組みと事業評価により課題を抽出した。二次

医療圏協議会は、それぞれ地域の課題を抽出して県協議会へ検討内容を報告する必要があり、

県協議会は二次医療圏協議会からの意見を尊重し、具体的な連携事業が展開できるよう支援す

る必要があり、県協議会、二次医療圏協議会双方において、PDCAサイクルによる検証が必要で

あることが考えられた。 

 

Ａ. 研究目的 

地域・職域連携推進事業の実態調査、プ

ロセスに沿った進捗管理表作成、モデル

協議会での実証のため、福井県における

県協議会と二次医療圏協議会の開催状況

から、協議会の実態分析、ならびに課題

を抽出し、協議会進捗チェックリスト等

の資材作成に役立てることを目的とし

た。 

 

Ｂ． 研究方法 

福井県各保健所が提出した国庫負担

（補助）金事業実績報告書をもとに、福

井県地域職域事業（２８～３０年度３か

年）をまとめ、二次医療圏等協議会での

取組み状況について福井県内保健所ごと

に点数を比較した上で、福井県丹南二次

医療圏の現状と課題について整理を行っ

た。 

 

 

 

C．研究結果 

福井県における二次医療圏協議会で

は、働き盛り世代の健康づくりを推進す

る必要性を協議会構成員は認識している

が、健康課題、目指すべき姿、連携して

課題解決するための戦略（方法）等が十

分に共有できていない。また、連携事業

のための予算はなく、既存の事業の活用

が不可欠である。公衆衛生上の課題解決

には、エビデンスに基づく実践活動が重

要であり、それをPDCAサイクルに基づき

検証する必要がある。



D．考察 

保健所は、予算や人員確保等の制約下

でも、魅力ある協議会を企画し、関係機

関が相互にメリットがある連携事業、協

議会の構成員が替っても継続できる事業

を考えていく必要がある。二次医療圏協

議会のほとんどは、保健所が主導権を握

って運営されるため、数多い事業所等を

対象とする職域保健側も同じ意識で取組

めるよう工夫が必要である。保健所は、

地域の働く世代の健康づくり事業運営の

拠点として、二次医療圏の連携事業の企

画立案・実施・評価を行う上で中心的な

役割を担う必要があることが示唆され

た。 

 

Ｅ．結論 

二次医療圏協議会は、それぞれ地域の課題

を抽出して県協議会へ検討内容を報告する必

要があり、県協議会は二次医療圏協議会から

の意見を尊重し、具体的な連携事業が展開で

きるよう支援する必要がある。また、県協議

会、二次医療圏協議会双方において、PDCAサ

イクルによる検証が必要であると考えられ

た。 

 

Ｆ．健康危機情報  

なし 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 なし 

２．学会発表 

新田和美．福井県二次医療圏における地

域・職域連携推進事業の現状と課題．第

79回日本公衆衛生学会シンポジウム「健

康経営と地域・職域連携」 

 

Ｈ．知的所有権の取得状況 

１．特許取得  なし 

２．実用新案登録 なし 

３．その他 特になし 

 



令和２年度分担研究報告                （福井県福井健康福祉センター 新田和美） 

 

１．福井県地域職域事業（２８～３０年度３か年）まとめ 

   福井県各保健所が提出した国庫負担（補助）金事業実績報告書をもとに集計（地域・職域連携

推進事業費：二次医療圏回答用による集計） 

  ①本事業で取り組んだ地域の健康課題、②複数の議題から上記課題を本事業に選んだ理由、 

③当該年度の目的、④実施体制（構成メンバー）、⑤協議会での取り組み状況（点数）、 

⑥事業内容、⑦事業評価 

 

２．国からの実施要綱と福井県二次医療圏等協議会実施要綱との比較 

 

３．協議会での取り組み状況について福井県内保健所ごとの点数比較 

(評価指標：０点できていない、１点少しだけできている、２点どちらでもない、３点まあまあできて

いる、４点よくできている) 

項目：情報の共有、現状分析、健康課題の明確化、目標の設定、連携事業の検討及び計画の立

案、連携事業の共同実施 

 

４．福井県丹南二次医療圏の現状と課題について（日本公衆衛生学会で発表） 

（＊丹南健康福祉センターは前所属） 

内容：①福井県における地域職域連携推進事業について 

②丹南地区協議会について（丹南保健所独自の連携事業、SWOT分析等）  

③今後の課題と保健所の役割 

 

５．地域・職域連携推進事業の評価指標について項目（案）追加 

 

６．福井地域職域連携推進協議会の開催（年１回）  （＊R２年４月から福井健康福祉センターに異動） 

   日時：令和３年３月１７日（水）     *コロナの影響で協議会は年度末に開催。 

   内容：①「地域・職域連携推進ガイドライン」について  

②地域・職域連携事業目標設定のためのデータについて   

        使用データ：(1)特定健康診査・特定保健指導実施状況（県まとめ） 

(2)がん検診受診率（県まとめ）、 

(3)働く世代における市町別医療費等集計（協会けんぽ） 

(4)国保ヘルスアップ支援事業「健康寿命を延ばす生活習慣分析」結果（県

まとめ）        

③働く世代に対する保健事業等の取組みについて（県、市町） 

④ブレイン・ライティングによる意見まとめ（助言者：所長（医師）） 

⑤来年度に向けた今後の取組みについて 



【令和２年度福井健康福祉センター所内ヒヤリング用資料】 
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